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岩手県気候変動適応センターの設置について

気候変動適応 東北広域協議会

令和６年２月27日 ()

岩手県 環境生活部 環境生活企画室

グリーン社会推進担当

特命課長 池田 享司

資料3



１ 設置の流れ
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○設置根拠（気候変動適応法第13条第１項）
地域の気候変動適応を推進するため、気候変動影響及び

気候変動適応に関する情報の収集、整理、分析及び提供並
びに技術的助言を行う拠点

○県計画への位置づけ
①県の総合計画「いわて県民計画（2019～2028）」
計画に掲げる政策分野「Ⅷ自然環境」において、地球

温暖化防止に向けた脱炭素社会の形成の推進に係る政
 策の一環として、気候変動の影響への適応を掲げている。

  ②岩手県地球温暖化対策実行計画
緩和と適応を一体的に推進することとし、第７章に気候

変動適応計画を包含



■復興推進

いわて県民計画（2019～2028）

「10の政策分野」のもと一人ひとりの幸福を守り育てる取組を展開

■地域振興 健康・余暇 家族・子育て 教育 居住環境・コミュニティ 安全

仕事・収入 歴史・文化 自然環境 社会基盤 参画

■行政経営

■政策推進

政策項目44 地球温暖化防止に向け、脱炭素社会の形成を進めます

具体的推進方策④ 地球温暖化に伴う気候変動の影響の適応

（第２期政策推進プラン）



気候変動適応計画

（第２期岩手県地球温暖化対策実行計画第７章）

農業、林業、水産業
水田、果樹、麦・大豆等、野菜等、畜産・
飼料作物、病害虫・雑草、農業生産基盤、
回遊性魚介類（海面漁業）、増養殖業（海
面養殖業、内水面漁業・養殖業）、

沿岸域・内水面漁場環境等（造成漁場）、
野生鳥獣の影響（鳥獣害）

自然災害・沿岸域
河川（洪水、内水）、沿岸（海面
水位の上昇、高潮・高波、海岸浸
食）、山地（土砂災害、山地災
害・治山・林道施設、強風等）、
野生鳥獣の影響（鳥獣害）

健康
暑熱、感
染症、そ
の他

産業・経済活動
産業経済活動（エネル
ギー供給、建設業）

県民生活等
インフラ・ライ
フライン等、文
化・歴史などを
感じる歴史、そ

の他

水環境・
水資源

水環境、河川、沿
岸域及び閉鎖性海
域、水供給（地表
水、地下水）

自然生態系
陸域生態系（高山・亜高山
帯、里地・里山生態系、野
生鳥獣）、淡水生態系（湖
沼・河川）、沿岸生態系
（湿原、温帯）、分布・個

体群の変動

■分野

本県の気候の現状と将来予測から、７つの分野ごとの影

響と将来予測を踏まえ、県の取組の方向性を明らかにする
とともに、各主体の役割を記載



１ 設置の流れ（今年度の気候変動１）
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本件における今年８月の天候

月平均気温は、測
定３地点すべてで
過去最高値となっ
たほか、盛岡では
連続真夏日が過去
最長の４２日を記
録し、真夏日も過
去最多の58日を記
録

※ 盛岡地方気象台HP 「2023年８月の天候」より抜粋



１ 設置の流れ（今年度の気候変動２）
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桜（ソメイヨシノ） カエデ（イロハカエデ） イチョウ

開花日 紅葉日 黄葉日

県庁前 気象台 県庁前 気象台 県庁前 気象台

平年 4月18日 11月13日 10月30日

R3 4月9日 11月9日 11月21日 11月15日 11月2日

R4 4月13日 4月14日 11月10日 11月16日 11月13日 11月6日

R5 4月3日 4月3日 11月20日 11月24日 11月27日 欠測

今年の生物モニタリングの結果

今年の桜の開花が過去最速となった一方で、カエデの紅葉やイ
チョウの黄葉は、気温が下がらないこと等が影響し、時期が遅く
なり、色づきも悪かった。



１ 設置の流れ（検討経緯）
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庁内検討会
の設置（R1
～）

地域気候変
動適応セン
ターのあり方
を検討

（庁内関係
21室課セン
ターが参加）

センターのあ
り方中間とり
まとめ（R1）

・研究・情報
基盤機能

・シンクタン
ク機能

・コーディ
ネート機能

センター設置
（R5.12～）

環境生活企
画室（グリー
ン社会推進
担当）及び
環境保健研
究センター
（環境分野
の研究機
関）による共
同設置

庁内調整及
び連携機関
への協力依
頼等



気候変動影響情報の収
集・発信、国環研等との共
有、気候変動影響の評価・
予測等

研究・情報基盤機能

・文献調査、専門家ヒア、
共同研究
・有識者会議を通じた専
門的知見の収集
・国の研究機関の将来
予測データの収集 など

計画策定に必要な科学的
知見の整理、技術的助言

シンクタンク機能

・関係機関による気候変
動適応協議会を通じた
情報共有
・関係課による気候変動
適応ネットワーク形成会
議を通じた連携促進 な
ど

地域の適応の優良事例の
収集や、事業者等の適応に
関連する相談への対応

コーディネート機能

・適応策の効果的な普
及啓発方法の検討・実
施
・事業者の適応に係る課
題解決に向けた取組 な
ど

関
係
部
局

県民 市町村 事業者

国立環境研究所 国調査研究機関・国地方機関・大学 公設試

情
報
提
供

相
談
対
応

技
術
的
助

言 情
報
収
集

適
応
支
援

情
報
収
集

技
術
的
助

言 情
報
共
有

連
携
協
力

連
携
協
力

情報提供・助言

情報収集

普及啓発

8

基本的機能

１ 設置の流れ（地域気候変動適応センターのあり方）



2 センターの概要
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○組織体制

センター長 ：環境生活部長

副センター長：環境生活企画室長

環境保健研究センターセンター長

職 員 ：環境生活企画室グリーン社会推進担当及び

環境保健研究センター企画情報部等

○設置日

令和５年１２月１５日

○所管事務

   県における気候変動に関する情報収集・整理・分析、情報の提供、
技術的助言



県における気候変動に関する情報収集・整理・分
析、情報の提供、技術的助言

環境生活企画室

環境保健研究センター

国立環境研究
所気候変動適
応センター

盛岡地方
気象台

大学
研究機関

地球温暖
化防止活
動推進セン
ター

農業研
究セン
ター

水産技
術セン
ター

林業技
術セン
ター

連携
情報共有

普及啓発関係機関県機関

県関係
部局等

市町村

情報、分析
及び研究結
果等の提供

情報提供
助言等

取組の
実施状況等

県民
事業者 等

情報発信・
セミナー等

情報提
供等

連携
情報共有

連携
情報共有

東北地方
環境事務所

国機関

連携
情報共有

2 センターの概要（地域気候変動適応推進体制）

岩手県気候変動適応センター
（設置場所：環境生活企画室）



2 センターの概要（HP）
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県ホームページ



2 センターの概要（HP）
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関連HPでのリンク



2 センターの概要
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【センターの主な業務概要】

・ 県組織内の各部局等において
把握される気候変動の影響及び
適応策の把握及び発信

・ グリーン人材の育成（県民、
職員向けセミナー等の開催）

・ 連携機関等で把握している気
候変動の影響や分析、研究結果
について県からも情報発信



３ 本県の脱炭素推進体制
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【地球温暖化防止対策推進本部会議】
知事を会長とし、各部局長で構成される組織であり、脱炭素化

に向けた県の取組の方向性等について決定される。

【CGOの設置】
本県では、今年度から副知事にＣＧＯ（ Chief Green Officer ）

に就任いただき、本県の政策を脱炭素化に向けて大胆にシフトさせ、
環境と成長の好循環、ひいては人口減少対策につなげるため、全庁
を挙げた取組を推進
（CGOの主な役割）
・部局横断的な政策マネジメント
・グリーン人材の確保・育成
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ご清聴いただきありがとうございました。
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